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本誌の掲載文で、意見を述べた部分については、
執筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
また、本文記載記事の無断転載を禁じます。

　人が生活するためには、その生活を支えるモノが必要になります。
必要な場所に必要なモノを届ける物流は私たちの生活にはなくては
ならないものです。ネット通販による個人宅配の拡大、企業の海外
展開、そして災害時の対応など、日本の物流業界は、いま、大き
な転換期にあります。
　今号の特集では、最新の物流政策事情や国際物流の現状、また
最新型の倉庫施設などをご紹介します。
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「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
の

実
現
に
向
け
て
組
織
を
充
実

「
経
済
の
血
流
」と
言
わ
れ
、
経
済
社
会
を

支
え
る
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る「
物
流
」。

近
年
、
国
内
の
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る
観

点
か
ら
物
流
の
効
率
化
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
企
業
の
海
外
展
開
に
伴
い
、
国

際
間
の
物
流
は
急
速
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
た
災
害
対
策
や
地
球
温
暖
化
に

伴
う
環
境
問
題
へ
の
配
慮
な
ど
、
物
流
に
対

す
る
新
し
い
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
状
・
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
６
月
25
日
、
政
府
に
お
け
る
物
流
施

策
や
物
流
行
政
の
指
針
を
示
し
、
関
係
省

庁
が
連
携
し
て
総
合
的
・
一
体
的
な
物
流

施
策
の
推
進
を
図
る「
総
合
物
流
施
策
大
綱

（
２
０
１
３
ー
２
０
１
７
）」を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。「
強
い
経
済
の
再
生
と
成
長
を
支

え
る
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」を
目
標
に
掲

げ
、
国
際
化
・
環
境
対
策
・
災
害
対
策
を
三

本
柱
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
強
力
な

推
進
役
と
し
て
国
土
交
通
省
で
は
、
物
流
専

任
の
局
長
級
ポ
ス
ト
で
あ
る「
物
流
審
議
官
」

を
新
設
。
併
せ
て
、
国
際
物
流
政
策
の
推
進

体
制
を
強
化
す
る
た
め「
国
際
物
流
課
」も

設
置
し
、
緊
密
な
部
局
連
携
に
よ
る
施
策
の

強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
関
係
省

庁
に
よ
る
推
進
会
議
を
開
催
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（Plan･D
o･Check･Act

）に
よ
る
進
捗

確
認
を
行
う
予
定
で
す
。

国
際
化
は
ア
ジ
ア
に
重
点

シ
ー
ム
レ
ス
な
物
流
連
携
へ

国
外
の
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
大
き
な

課
題
で
す
。
と
り
わ
け
高
い
経
済
成
長
率

が
続
く
ア
ジ
ア
で
は
貿
易
額
が
急
速
に
拡
大

し
、
国
際
分
業
の
進
展
に
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
も
深
化
し
て
い
ま
す
。わ
が
国

産
業
の
国
際
競
争
力
を
維
持
・

向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、成

長
す
る
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取

り
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
日

本
の
企
業
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て

効
率
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
は
、日
本
で
提
供
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
質
の
高
い
物
流

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
物
流

企
業
が
ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
相
手
国
の
物

流
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
に
加
え
、規

制
・
煩
雑
な
手
続
き
な
ど
の
障

害
が
多
く
、
制
約
の
あ
る
中
で

活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
は
各
国
の
制
度

改
善
に
向
け
た
政
策
対
話
と
官
民
連
携
に
よ

る
日
本
の
物
流
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
と
い
う
両
輪
で
、
国
際
物
流
シ
ス
テ
ム
構

築
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日

中
韓
に
つ
い
て
は
、
三
国
間
の
物
流
大
臣
会

合
に
基
づ
き
、
シ
ャ
ー
シ
※
１
を
相
互
通
行
さ

せ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
港
湾
物

流
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化（N

EAL-N
ET

）、

パ
レ
ッ
ト
※
２
の
標
準
化
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、今
後
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
に
も

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
の
経
済
統
合
を
見
据
え
、
日
本
が

構
築
し
た
物
流
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
現

地
で
行
い
な
が
ら
、
制
度
上
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
も
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
海

に
囲
ま
れ
た
地
域
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
特

に
国
際
高
速
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
※
３
を
活
用
し
た
海

陸
一
貫
輸
送
に
は
大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

官
民
連
携
で
災
害
に
強
い

物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築

柱
の
一
つ
で
あ
る「
災
害
対
策
」で
は
、
東

日
本
大
震
災
時
の
聞
き
取
り
や
デ
ー
タ
分
析

の
結
果
、
絶
対
的
な
物
資
拠
点
の
不
足
に
加

え
、物
流
ノ
ウ
ハ
ウ
の
欠

如
や
指
揮
系
統
・
情
報

の
錯
そ
う
な
ど
の
課
題

が
顕
在
化
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
円
滑
な
支
援

物
資
物
流
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、ノ
ウ
ハ
ウ
や

施
設
を
保
有
す
る
民
間

物
流
事
業
者
と
の
協
力

体
制
づ
く
り
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
国
土

交
通
省
で
は
、
地
方
自

治
体
や
民
間
物
流
事

業
者
団
体
な
ど
が
参
画

す
る
協
議
会
を
主
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
支
援
物
資
の

広
域
的
な
受
け
入
れ
拠

点
と
し
て
民
間
物
流
施
設
を
募
り
、
全
国
で

９
３
４
箇
所
を
選
定
し
ま
し
た（
平
成
25
年

３
月
現
在
）。
加
え
て
、災
害
発
生
時
に
備
え
、

非
常
用
の
電
源
設
備
と
通
信
設
備
設
置
の

た
め
の
補
助
金
制
度
も
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
都
道
府
県
と
物
流
事
業
者
団
体
と
の
間
で
、

支
援
物
資
の
輸
送
協
定
に
加
え
、
物
資
の
保

管
や
物
流
専
門
家
の
派
遣
に
関
す
る
協
力
協

定
の
締
結
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
各
地
域
で
取
り
ま
と
め
た
知

見
を
マ
ニュ
ア
ル
な
ど
に
し
て
発
表
す
る
と
と

も
に
、
官
民
混
合
で
の
災
害
物
流
に
関
す
る

研
修
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
面
的
に
災
害
に

強
い
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

物
流
効
率
化
法
の
枠
組
み
を
利
用
し

災
害
対
策
や
環
境
へ
の
配
慮
を
推
進

「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律（
物
流
効
率
化
法
）」に
よ

る
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
効
率
化
計

画
※
４
の
認
定
要
件
に
、
取
扱
貨
物
に
対
す
る

荷
崩
れ
防
止
対
策
の
実
施
や
、
非
常
時
で
も

貨
物
情
報
を
活
用
可
能
と
す
る
た
め
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
保
存
シ
ス
テ
ム
設
置
な
ど

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

物
流
効
率
化
法
は
、社
会
資
本
と
連
携
し

た
効
率
的
な
物
流
拠
点
施
設
の
整
備
を
目

的
に
、
事
業
の
計
画
認
定
や
関
連
支
援
の
措

置
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、
総
合
化
・
効
率

化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、
環
境

負
荷
低
減
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
多
面
的

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で

に
１
９
７
件（
平
成
25
年
９
月
末
現
在
）の
総

合
効
率
化
計
画
が
認
定
を
受
け
、
そ
の
い
く

つ
か
は
東
日
本
大
震
災
の
際
に
物
流
拠
点
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回

の
認
定
要
件
追
加
に
よ
り
、
さ
ら
に
災
害
に

強
い
物
流
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

国
際
化
・
環
境
配
慮
・
災
害
対
策
を
柱
に

し
な
や
か
で
効
率
的
な
物
流
を
目
指
し
て

出典：JIFFA「我が国フォワーダーの海外進出状況と外国フォワーダーの日本進出状況」
より国土交通省国際物流課作成

※
１ 

シ
ャ
ー
シ
…
動
力
を
持
た
な
い
被
牽け
ん
引
車
。

※
２ 

パ
レ
ッ
ト
…
物
流
で
荷
物
を
載
せ
る
た
め
の

荷
役
台
。

※
３ 

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
…
船
の
中
に
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー

ラ
ー
な
ど
が
自
走
し
て
乗
り
込
み
、
貨
物
の
積
み
降

ろ
し
が
行
え
る
貨
物
船
。
ク
レ
ー
ン
を
使
用
せ
ず
に

済
む
た
め
、
迅
速
な
積
み
下
ろ
し
が
で
き
、
輸
送
期

間
の
短
縮
が
可
能
。

※
４ 

総
合
効
率
化
計
画
…
倉
庫
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
輸
送
、
保
管
、
荷
さ
ば
き
や
流
通
加
工（
梱
包

や
ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
）を
一
体
的
に
実
施
す
る
な
ど

の
流
通
業
務
の
総
合
化
や
、
輸
送
網
の
集
約
、
配
送

の
共
同
化
な
ど
流
通
業
務
の
効
率
化
を
図
る
事
業

の
計
画
。

平成25年10月、3日間にわたり官民混合で災害物
流に関する研修を初めて開催。

RORO 船からシャーシを搬出。近海
航路の輸送手段として主流になりつ
つある。

総
合
政
策
局 

物
流
政
策
課
・
国
際
物
流
課
・
大
臣
官
房
参
事
官
（
物
流
産
業
）
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193.8

RIETI-TID 2011から作成

単位：10億ドル
貿易額：2010年

※矢印の大きさは貿易額、
　色彩は中間財シェアを示す。

70%～
60%～
50%～
40%～
30%～
～20%

中間財シェア

東アジアにおけるサプライチェーン実態

わが国の物流企業海外展開の状況

出典：通商白書2013
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総
合
物
流
施
策
大
綱
を
受
け
て
、
平
成

25
年
９
月
に
策
定
し
た「
総
合
物
流
施
策
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、
航
空
物
流
の
利
便

性
向
上
を
取
り
組
み
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
航
空
貨
物
の
拠
点

と
し
て
、
貨
物
取
扱
量
が
増
大
す
る
沖
縄
・

那
覇
空
港
の
機
能
強
化
も
そ
の
一
つ
。
全

日
本
空
輸
株
式
会
社（
以
下
、
Ａ
Ｎ
Ａ
）で

は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
国
際
航
空
貨
物

の
拠
点
と
し
て
、
地
の
利
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
各
都
市
ま
で
の
飛
行
を
４
時
間
で

那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
航
空
貨
物

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に

沖
縄
貨
物
ハ
ブ
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
平
成
21
年
10
月
。
国
際
物
流
拠
点
形

成
構
想
を
持
つ
沖
縄
県
と
、
ア
ジ
ア
域
内
の

貨
物
を
取
り
込
み
た
い
Ａ
Ｎ
Ａ
と
の
戦
略
が

一
致
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に「
沖
縄
貨
物
ハ

ブ
」構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

那
覇
空
港
は
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア

の
主
要
な
都
市
ま
で
飛
行
４
時
間
圏
内
と
い

う
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
、

こ
こ
を
中
継
基
地
に
日
本
と
ア
ジ
ア
の
主
要

都
市
間
を
高
速
で
輸
送
す
る
航
空
貨
物
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
る
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
と

し
て
運
用
。貨
物
エ
リ
ア
の
広
さ
は
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
４
面
分（
2
万
７
７
０
０
㎡
）あ
り
、

深
夜
に
な
る
と
上う
わ

屋や

前
に
多
く
の
フ
レ
イ
タ
ー

（
貨
物
専
用
機
）が
集
結
し
ま
す
。

現
在
、
那
覇
空
港
と
フ
レ
イ
タ
ー
に
よ
る

直
行
便
で
つ
な
が
る
の
は
、
国
内
で
は
成
田
、

羽
田
、
名
古
屋
、
関
西
の
４
カ
所
。
ア
ジ
ア

で
は
台
北
、
バ
ン
コ
ク
、
香
港
、
上
海
、ソ
ウ

ル
の
５
カ
所
で
、
さ
ら
に
青チ
ン
タ
オ島
に
も
就
航
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
を
中
心
に
、
各

地
を
結
ぶ
路
線
が
自
転
車
の
ハ
ブ
と
ス
ポ
ー

ク
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
沖
縄
ハ
ブ
＆
ス

ポ
ー
ク
方
式
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
の
地
の
利
を
生
か
し
た
こ
の
方
式
で

は
、
例
え
ば
、
日
本
各
地
の
空
港
を
夜
11

時
に
飛
び
立
て
ば
、
午
前
２
時
頃
に
は
沖
縄

に
、
貨
物
を
積
み
替
え
て
翌
朝
に
は
ア
ジ
ア

各
国
の
目
的
地
に
到
着
。
発
地
か
ら
着
地
ま

で
、
所
要
時
間
は
10
時
間
ほ
ど
と
い
う
こ
と

も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
Ａ
Ｎ
Ａ
航
空
貨

物
輸
送
の
取
扱
重
量
実
績
シ
ェ
ア
で

は
、
国
際
貨
物
全
体
の
う
ち
中
国

を
含
め
た
ア
ジ
ア
発
着
が
６
割
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
沖
縄
貨

物
ハ
ブ
が
取
り
扱
う
シ
ェ
ア
は
約
５

割
に
達
し
て
い
ま
す
。

成
長
す
る
ア
ジ
ア
都
市
間
の

貨
物
需
要
を
取
り
込
む

近
年
、世
界
的
な
航
空
貨
物
需
要

が
低
迷
す
る
中
で
も
、
有
望
な
の
が

ア
ジ
ア
地
域
で
す
。
Ａ
Ｎ
Ａ
が
行
っ

た
発
着
地
域
別
平
成
24
〜
26
年
の

航
空
貨
物
の
需
要
予
測
で
は
、
ア
ジ

ア
域
内
で
４・８
％
の
高
成
長
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
な
ぜ
各
都
市

間
の
直
行
便
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ

沖
縄
貨
物
ハ
ブ
を
経
由
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
理
由
の
一
つ
は
、
日
本

を
除
く
ア
ジ
ア
各
都
市
間
の
輸
送
に

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
香
港
・
上
海

間
の
貨
物
を
運
ぶ
場
合
、
両
都
市

那
覇
空
港
を
ア
ジ
ア
航
空
貨
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
に

「
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
」
構
想
が
進
行
中

間
の
路
線
は
中
国
系
の
航
空

会
社
が
持
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ

に
は
直
行
便
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
沖
縄
を
経

由
す
る
こ
と
で
、日
本
の
航
空

会
社
で
も
香
港
～
那
覇
～
上

海
と
い
う
ル
ー
ト
で
貨
物
を

取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
本
の
航
空
会
社

が
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
各
都

市
間
の
直
行
便
を
飛
ば
せ
な

く
て
も
、沖
縄
貨
物
ハ
ブ
を
経

由
す
る
こ
と
で
ル
ー
ト
を
確

保
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
効
率
が
良
い
点
も

特
徴
で
す
。仮
に
国
内
外
９
つ

の
空
港
間
を
す
べ
て
直
行
便
で
結
べ
ば
80
便

以
上
が
必
要
で
す
。
し
か
し
沖
縄
貨
物
ハ
ブ

を
経
由
す
れ
ば
、
た
っ
た
９
機
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
実
現
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
那
覇
空
港
は
、
日
本
国
内
の
地

方
直
行
便
が
20
路
線
と
多
く
、
国
内
線
を

利
用
し
て
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の
貨
物
は
地
方

へ
、地
方
か
ら
の
貨
物
を
ア
ジ
ア
各
地
へ
と
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

よ
り
速
く
よ
り
高
品
質
な

航
空
物
流
へ

Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
輸
送
の
ス
ピ
ー
ド
と
品
質
を

上
げ
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の

取
り
込
み
を
図
っ
て
い
ま
す
。

発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
輸
送

時
間
が
48
時
間
か
ら
72
時
間
と
い
う
特
急
便

「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
貨
物
」は
、
一
般
貨
物
に
比

べ
て
需
要
が
伸
び
て
い
ま
す
。

運
ば
れ
る
品
物
は
、
半
導
体
関
連
部
材
な

ど
の
電
子
部
品
、
電
子
機
器
や
ア
パ
レ
ル
な

ど
の
試
作
品
、
厳
し
い
温
度
管
理
が
必
要
な

医
療
分
野
の
試
薬
・
化
学
薬
品
、
経
済
発
展

が
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
富
裕
層
向
け
の
日
本

産
生
鮮
品
な
ど
、
高
付
加
価
値
品
も
運
ば
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
秋
か
ら
沖
縄
貨
物
ハ
ブ

の
上
屋
内
部
で
、
通
関
手
続
き
な
ど
の
業
務

を
開
始
し
た
物
流
企
業
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
と
協
力

し
温
度
指
定
±1
℃
ま
で
可
能
な
保
冷
コ
ン
テ

ナ
な
ど
を
利
用
し
た
輸
送
の
取
り
扱
い
も
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
農
水
畜

産
品
な
ど
日
本
各
地
の
名
産
品
を
、
生
産
者

か
ら
海
外
の
消
費
者
ま
で
新
鮮
な
状
態
で
届

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
輸
出
の
拡

大
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

空
の
「
万ば

ん
こ
く
し
ん
り
ょ
う

国
津
梁
」
を
目
指
し
て

沖
縄
県
で
は
那
覇
空
港
を
物
流
の
集
積

地
域
に
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
度
末
に
は

空
港
に
隣
接
す
る
国
際
物
流
拠
点
産
業
集

積
地
域
に
敷
地
面
積
１
万
５
０
０
０
㎡
の
物

流
施
設
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
か
ら
は
利
用
需
要
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
、
２
本
目
の
滑
走
路
の
増
設

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

で
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
る
国
際

物
流
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

15
世
紀
、
沖
縄
は「
万
国
津
梁（
＝
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
人
や
文
化
の
架
け
橋
）」

と
呼
ば
れ
、
国
際
貿
易
で
栄
え
た
国
で
し
た
。

現
代
で
は
船
か
ら
飛
行
機
へ
。
航
空
時
代
の

新
た
な「
万
国
津
梁
」に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

那覇空港の上屋全景

深夜に行う荷物の積み替え。1時間で作業を終
わらせる。貨物の７割強が航空機から航空機へ
直接積み替えられる。

B767-300F フレイターの上部貨物室内の様子。
全
日
本
空
輸
株
式
会
社

航空物流の利便性向上

多様化する物流の
新たな未来

［特集］

約50t の貨物が搭載可能なフレイター「Ｂ７６７ー３００F」
９機が稼働中。さらに、平成26年３月には10機目のフ
レイターが導入される予定。

那覇空港の上屋内部。通関業務など輸出入に必要な工程をワンストッ
プオペレーションで対応。
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国
際
間
輸
送
に
お
け
る
最
適
化
の
一
手

と
し
て
、
シ
ャ
ー
シ
を
用
い
た
海
陸
一
貫
輸

送
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
中
韓
物

流
大
臣
会
合
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
日
本
・

韓
国
間
の
シ
ャ
ー
シ
相
互
通
行
を
行
う
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
平
成
24
年
10
月
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
輸
送
事
業
者
と
し
て

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
中
の
日

本
通
運
株
式
会
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

日
韓
の
相
互
協
力
合
意
の
も
と

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

産
業
界
で
は
、
急
速
な
国
際
分
業
が
進
む

中
、
国
家
・
企
業
の
競
争
力
向
上
の
た
め
に
、

国
境
を
ま
た
い
だ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
最

適
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
自
動
車
や
精

密
機
器
な
ど
の
業
界
で
は
、
緻ち

密み
つ
な
生
産
計

画
を
実
施
す
る
た
め
、
よ
り
迅
速
で
効
率
的

な
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
航
空
に
準
ず
る
ス
ピ
ー
ド
な
が
ら

航
空
よ
り
も
比
較
的
安
価
な
方
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
シ
ャ
ー
シ
を
用
い
た

相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
海
陸
一
貫
輸
送
で
す
。

荷
積
み
し
た
シ
ャ
ー
シ
を
そ
の
ま
ま
船
で
運

び
、相
手
国
の
港
で
ト
ラ
ク
タ
ヘッ
ド
と
連
結

さ
せ
製
造
拠
点
ま
で
走
行
さ
せ
る
と
い
う
も

の
で
、
港
湾
で
行
う
積
み
替
え
を
回
避
す
る

こ
と
で
荷
傷
み
を
防
止
し
、
迅
速・効
率
的
な

輸
送
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
７
月
の
第
四
回
日
中
韓
物
流

大
臣
会
合
で
日
韓
が
合
意
に
至
り
、
こ
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
土
交
通
省
と
韓
国
国

土
交
通
部（
旧
：
国
土
海
洋
部
）協
力
の
も

と
、日
本
通
運
と
韓
国
の
天
チ
ュ
ン
イ
ル一
定
期
貨
物
自

動
車（
株
）が
運
送
事
業
者
と
し
て
参
画
し
、

同
年
10
月
よ
り
日
本
シ
ャ
ー
シ
の
韓
国
国
内

通
行
、
平
成
25
年
３
月
に
は
韓
国
シ
ャ
ー
シ

の
日
本
国
内
通
行
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
ま

し
た
。

輸
送
時
間
短
縮
と
効
率
化
に
よ
り

オ
ー
ダ
ー
タ
イ
ム
の
圧
縮
を
実
現

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
荷

主
と
し
て
参
画
し
た
日
産
自
動
車
九

州
株
式
会
社
の
製
造
拠
点
ま
で
、釜
山

か
ら
下
関
航
路
を
経
由
し
、
韓
国
で
製

造
し
た
自
動
車
部
品
を
輸
送
し
て
い
ま

す
。
輸
送
時
間
は
従
来
の
７
日
か
ら
４

日
と
な
り
、
３
日
間
の
大
幅
短
縮
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
側
面
の
パ
ネ
ル
が

開
く
ウ
イ
ン
グ
シ
ャ
ー
シ
を
使
用
し
て

効
率
的
な
荷
詰
め
が
で
き
る
こ
と
、
輸

送
時
の
衝
撃
が
少
な
い
た
め
に
梱
包

が
比
較
的
簡
易
で
済
む
こ
と
、
そ
し
て
、

毎
日
運
航
す
る
定
期
便
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

を
利
用
し
て
輸
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス
要
因
に
よ
り
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
も
大
幅
な
効
率
化
を
期

待
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

日
産
自
動
車
九
州
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー

へ
の
オ
ー
ダ
ー
が
８
週
間
前
か
ら
１
週
間
前

へ
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
物
流
在
庫
も
25
日

間
か
ら
３
日
間
に
圧
縮
さ
れ
た
と
し
て
、
高

く
評
価
し
て
い
ま
す
。

数
々
の
課
題
を
乗
り
越
え

実
現
し
た
相
互
通
行

シ
ャ
ー
シ
の
相
互
通
行
に
あ
た
っ
て
は
、日

韓
で
異
な
る
車
両
規
格
や
登
録
の
手
続
き
な

ど
、
多
く
の
事
項
で
調
整
が
必
要
と
な
り
ま

日
中
韓
間
の
効
率
的
な
輸
送
を
目
指
し
て

シ
ャ
ー
シ
の
相
互
通
行
で
海
陸
一
貫
輸
送
を
推
進

し
た
。
日
本
通
運
で
は
、
韓
国
側
の
規
定
に

即
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
が
最
も
苦
労
し
た

と
言
い
ま
す
。
シ
ャ
ー
シ
に
関
す
る
規
定
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
規
定
に
合
致
し
て
い
る
か
を

証
明
す
る
方
法
は
示
さ
れ
ず
、
一
か
ら
す
べ

て
手
探
り
状
態
。
認
証
が
下
り
た
時
は
ホ
ッ

と
し
た
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

日
本
側
で
も
、
検
疫
対
応
の
た
め
に

シ
ャ
ー
シ
の
消
毒
は
も
ち

ろ
ん
、
走
行
ル
ー
ト
を
あ

ら
か
じ
め
農
林
水
産
省
に

提
出
し
た
り
、
福
岡
県
警

に
は
韓
国
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
掲
げ
た
車
が
走

行
す
る
こ
と
を
報
告
し
た

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
遂
行
の
た
め
に
多
方

面
の
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
韓
国
で
は
初
と
な

る
ウ
イ
ン
グ
シ
ャ
ー
シ
の

設
計・製
造
を
支
援
し
、
輸

送
ド
ラ
イ
バ
ー
や
積
み
下

ろ
し
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
を

行
う
な
ど
、
韓
国
側
に
対

し
て
も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
で
連
携
し
、
技
術
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
24
台
の
シ
ャ
ー

シ
が
走
行
。
今
後
も
、
相

互
通
行
に
つ
い
て
は
継
続

す
る
方
向
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
通
運
で
は
平
成
26
年

度
中
に
日
韓
ナ
ン
バ
ー
の

シ
ャ
ー
シ
を
さ
ら
に
４
台

追
加
し
、新
た
な
ニ
ー
ズ
に

備
え
る
予
定
で
す
。

各
輸
送
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

国
際
間
輸
送
の
多
様
化
・
最
適
化
へ

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
を
実
証
し
た「
シ
ャ
ー
シ
に
よ
る
海
陸
一

貫
輸
送
」で
す
が
、
ま
だ
コ
ス
ト
が
や
や
高

く
、
今
後
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。し

か
し
引
き
合
い
は
多
く
、
日
本
通
運
で
は
他

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
他
業
種
な
ど
に
展
開

し
、
利
用
を
拡
大
す
る
方
針
で
す
。

一
方
、
中
国
と
の
シ
ャ
ー
シ
相
互
通
行

は
、
現
行
通
関
の
制
約
な
ど
が
あ
り
活
用
は

難
し
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る

に
は
ま
だ
調
整
に
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
シ
ャ
ー
シ
活
用
を
働
き
か
け
な
が
ら
、

現
場
で
は
並
行
し
て
コ
ン
テ
ナ
の
改
良
な
ど

コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
海
に
囲
ま
れ
た
地
域
が
多
い

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
、日
韓
で
得
ら
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
と
シ
ャ
ー
シ
の

連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

複
雑
化
・
多
様
化
が
進
む
国
際
間
輸
送
に

お
い
て
、シ
ャ
ー
シ
、コ
ン
テ
ナ
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
輸
送
の
最
適
化
は
、
国

際
間
の
競
争
力
向
上
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

カ
ギ
を
握
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
そ

う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
の
た
め
に
も
、新
し
い

取
り
組
み
と
そ
れ
を
担
う
企
業
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

現　状

シャーシによる海陸一貫輸送

一 貫 輸 送

積替・交換 積替・交換

A国顧客

A国Port B国Port

B国PortA国Port

A国顧客

B国顧客

B国顧客

A国車両 コンテナ船など B国車両

A国車両またはB国車両 A国車両またはB国車両
フェリー
RoRo船

シャーシには日韓
両国のナンバープ
レートが付いている。

天一定期貨物自動車のウィングシャーシ日本通運のウィングシャーシ

日
本
通
運
株
式
会
社

国際間輸送の最適化

多様化する物流の
新たな未来

［特集］

日韓のシャーシ相互通行パイロットプロジェクトの輸送フロー図

ウイングシャーシ。鳥の翼のように上下に開く構造のため、
貨物の搬入を短時間で行うことができる。

RORO 船 に 直 接 積 み 込まれる
シャーシ。トラクタヘッドは日韓両
国で、それぞれの国の車両を使用
する。
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物
流
は
、あ
る
場
所
か
ら
指
定
の
場
所
ま

で
物
を
運
ぶ「
運
送
」事
業
だ
け
で
は
な
く
、

顧
客
か
ら
寄
託
さ
れ
た
貨
物
を
適
切
に
保

管
す
る「
倉
庫
」事
業
も
重
要
な
要
素
で
す
。

明
治
20（
１
８
８
７
）年
創
業
の
三
菱
倉

庫
株
式
会
社（
本
社
：
東
京
都
中
央
区
）で

は
、
次
世
代
の
倉
庫
と
し
て
、
災
害
対
策
と

環
境
性
能
の
向
上
を
兼
ね
備
え
た「
災
害
に

強
い
エ
コ
倉
庫
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

水
害
対
策
も
視
野
に
入
れ
た
防
災
機
能

CO2

排
出
削
減
も
徹
底

三
菱
倉
庫
株
式
会
社
の「
災
害
に
強
い
エ

コ
倉
庫
」第
１
号
は
、
西
日
本
の
医
薬
品
配

送
拠
点
で
あ
る『
茨
木
３
号
配
送
セ
ン
タ
ー
』

（
平
成
24
年
10
月
竣
工
・
大
阪
府
）で
す
。
同

社
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
建
築

基
準
法
で
定
め
る
耐
震
基
準
を
上
回
る
独

自
の
基
準
に
従
っ
て
倉
庫
を
建
設
し
て
き
ま

し
た
。
茨
木
３
号
配
送
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従

前
か
ら
の
災
害
対
応
を
一
層
発
展
さ
せ
、
水

害
も
視
野
に
入
れ
て
、
倉
庫
に
お
け
る
災
害

へ
の
対
応
を
標
準
化
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
影
響
を
受
け

た
同
社
仙
台
配
送
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
宮

城
野
区
）で
は
、
電
気
室
を
３
階
に
設
置
し

て
い
た
た
め
、
重
要
な
電
気
設
備
が
海
水
を

か
ぶ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
の
復
旧
工
事
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
過

去
の
災
害
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
多
く
の
知
見

が
、
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
災
害
に
強
い
エ
コ

倉
庫
」に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、環
境
対
策
に

つ
い
て
も
、CO2
排
出
削
減
の
た
め
、太
陽
光
発

電
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
省
電
力
設
備
の
採
用

や
、
電
気
自
動
車
用
の
給
電
設
備
な
ど
、
同

社
が
蓄
積
し
て
き
た
環
境
負
荷
低
減
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
３
月
に
竣
工
し
た
三
郷
２
号

配
送
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
三
郷
市
）は
、
茨

木
３
号
配
送
セ
ン
タ
ー
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

を
ベ
ー
ス
に
、
災
害
対
応
と
環
境
対
策
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
た
同
社
最
新
の「
災
害
に
強

い
エ
コ
倉
庫
」で
す
。

同
倉
庫
の
延
床
面
積
は
２
万
８
５
０
０
㎡

（
約
８
６
２
０
坪
）で
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
３

社
の
配
送
業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す（
平
成

25
年
10
月
現
在
）。
医
薬
品
専
門
倉
庫
と
い

う
特
徴
か
ら
顧
客
の
要
望
を
最
大
限
に
取
り

入
れ
、
医
薬
品
の
保
管
に
最
適
な
物
流
施
設

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
的

な
顧
客
の
要
請
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
増

設
を
見
込
み
、
余
裕
を
持
っ
た
用
地
確
保
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
最
大
規
模
、

出
力
５
３
０
kw
の
太
陽
光
発
電
を
設
置

首
都
高
速
６
号
三
郷
線
、東
京
外
環
自
動

車
道
、
常
磐
自
動
車
道
の
３
路
線
が
交
差
す

る
三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い
同
セ
ン

タ
ー
は
、
関
東
お
よ
び
東
日
本
地
域
へ
の
輸

配
送
拠
点
の
一
つ
で
す
。

東
日
本
大
震
災
時
の
軽
油
不
足
か
ら
得

た
教
訓
で
、
施
設
内
に
は
容
量
30
の
軽
油

タ
ン
ク
を
備
え
た
自
家
給
油
所
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
関
東
圏
の
配
送
２

週
間
分
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

非
常
用
発
電
機
は
発
電
機
本
体
・
軽
油
タ

ン
ク
と
も
に
２
階
に
設
置
さ
れ
、
停
電
後
自

動
で
起
動
し
ま
す
。
保
冷
庫
空
調
や
事
務
所

電
源
な
ど
に
約
24
時
間
給
電
が
可
能
で
す
。

ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
顧
客
で
あ
る
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
強
い
要
望
を
取
り
入
れ

て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
24
時
間
有
人
警
備

の
ほ
か
、
倉
庫
の
出
入
口
に
は
、
入
退
出
を

災
害
に
強
く
、
環
境
に
優
し
い
、

新
し
い
時
代
の
倉
庫
事
業
へ
の
取
り
組
み

管
理
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
監
視
カ
メ
ラ
は
こ
の
規

模
の
施
設
で
は
異
例
と
も
言
え
る
80
台
が
設

置
さ
れ
、ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
や
構
内
を
く
ま
な

く
確
認
で
き
ま
す
。

そ
し
て
太
陽
光
発
電
は
５
３
０
kw
と
同
社

最
大
規
模
の
設
備
。
晴
天
時
で
あ
れ
ば
電
力

需
要
の
半
分
は
賄
え
る
出
力
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、
危
険
物
を
保
管
す
る
危
険
物
倉
庫

の
屋
根
に
は
遮
熱
塗
料
を
塗
り
、
空
調
効
率

を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、事
務
所
部
分
は

Ｌｏｗ
ー
Ｅ
ガ
ラ
ス
※
１
を
採
用
し
、
断
熱
性
能

を
高
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
対
策
に
よ
り
、同
社
の「
環

境
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ン
※
２
」で
規
定
し
た

CO2
削
減
目
標
で
あ
る「
平
成
２
年
比
30
％
削

減
」を
上
回
る
50
％
の
削
減
が
見
込
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

医
薬
品
に
適
し
た
温
度
管
理
と
、

専
門
知
識
を
持
っ
た

作
業
者
に
よ
る
輸
配
送

医
薬
品
の
輸
配
送
に
お
い
て
も
っ
と
も
重

要
な
の
は
温
度
管
理
で
す
。

１
階
の
出
庫
エ
リ
ア
に
は
同
社
最
大
規
模

の
共
用
保
冷
施
設
が
あ
り
、
保
冷
が
必
要
な

医
薬
品
は
２
℃
～
８
℃
に
設
定
さ
れ
た
保
冷

庫
で
管
理
さ
れ
、
検
品
・
仕
分
け
用
の
保
冷

前
室
は
15
℃
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、保

冷
庫
に
直
接
ト
ラ
ッ
ク
が
着
床
で
き
る
バ
ー

ス
も
あ
る
な
ど
、
医
薬
品
が
外
気
の
影
響
を

受
け
な
い
よ
う
温
度
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い

ま
す
。

荷
物
は
、梱
包
の
外
箱
に
へ
こ
み
が
あ
っ
た

だ
け
で
も
受
取
拒
否
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
積
み
下
ろ
し
時
に
落
下
に
よ
る
破
損

が
な
い
よ
う
、手
積
み
で
は
な
く
パ
レ
ッ
ト
ご

と
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
積
荷

が
崩
れ
て
箱
そ
の
も
の
に
傷
が
つ
か
な
い
よ

う
、
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
で
厳
重
に
梱
包
す

る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
仕
分
け
や
梱
包
は
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
活
用
と
、
医
薬
品
取
り
扱
い
の

特
別
な
研
修
を
受
け
た
作
業
者
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
確
実
に
遂
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
機
能
維
持
と
環
境
対
策
。

「
物
流
効
率
化
法
」
認
定
取
得
に
も

積
極
的
に
対
応

同
社
で
は
、
今
後
建
設
す
る
倉
庫
は「
災

害
に
強
い
エ
コ
倉
庫
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

い
く
ほ
か
、
既
存
施
設
で
も
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
以
前
の
倉
庫
は
耐
震
化
を
施
し
、非

常
用
発
電
機
の
設
置
な
ど
、災
害
対
策
の
強

化
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。
さ
ら
に
物
流

効
率
化
法
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
の

認
定
取
得
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

同
社
で
は
、
三
郷
２
号
配
送
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
総
合
効
率
化
計
画
を
含
め
、計
６
件

の
認
定
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
倉
庫
を
新
設
す
る
場
合
は
、認
定
取
得

を
目
指
す
そ
う
で
す
。

顧
客
の
貨
物
を
安
全
に
預
か
り
、
災
害
発

生
時
に
も
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
機
能
維

持
と
CO2
排
出
削
減
を
中
心
と
し
た
環
境
対

策
。
今
後
は
こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
の
強
化

が
倉
庫
業
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

※１ Low-E ガラス…Low Emissivity（低
放射）の略。断熱性、遮熱性の高いガラス。
※２ 環境ボランタリープラン…地球環境
保全のために企業が独自に策定する自主
行動計画。

配送先ごとに梱包された製品は1階の配
送エリアへ。

出荷に備えるトラック

破損を防ぐため、
パレットごとトラッ
クに積み込む。

「災害に強いエコ倉庫」として設計された三郷２号
配送センター。同社最新のノウハウが盛り込まれ
ている。

屋上に設置された太陽光発電設備

ソーラーパネル付き外灯

トラックの着床エリア。コンテナの高さに
合わせられるようドックレベラー（可動式
の床）が設置されている。

3階の荷揃えエリア。専用
端末から荷揃え用のラベル
が発行されると、同時に該当
商品が置かれている棚に赤いラン
プが付く。それに合わせて専門の作業員
が手作業で品物を揃えていく。

医薬品を保管する保冷庫。庫内は、
医薬品の品質保持のため、厳格に温
度管理されている。

三
菱
倉
庫
株
式
会
社

災害に強いエコ倉庫

多様化する物流の
新たな未来

［特集］
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石 狩 川
夕 張 川

千 

歳 

川

千 

歳 

川

旧
夕
張
川

島
松
川

柏
木
川 漁

川

ル
ルマップ

川

音
江
別
川

長
都
川

裏
の
沢
川

輪厚
川

祝梅川

嶮淵川

ユカン
ボシ川

ユカン
ボシ川

江別西I.C

北広島I.C

恵庭I.C

千歳I.C

千歳東I.C

江別東I.C
えべつ

たかさご

のっぽろ

かみのっぽろ

きたひろしま

しままつ

めぐみの

えにわ

おさつ

ちとせ

みなみちとせ

274

274

337

337

12

36

36

江別市

長沼町

南幌町

札幌市

恵庭市

千歳市

北広島市

江別市市街地

南幌町市街地

長沼町市街地

北広島市市街地

恵庭市市街地

千歳市街地

5㎞

10㎞

15㎞

20㎞

25㎞

30㎞

35㎞

40㎞

洪
水
を
繰
り
返
す
千
歳
川

総
合
的
な
治
水
を
目
指
し
て

支し

笏こ
つ

湖
を
源
と
し
、
石
狩
川
に
注
ぐ
千
歳
川
。

流
域
に
は
４
市
２
町
約
36
万
人
が
暮
ら
し
、
そ

の
豊
か
な
流
れ
は
、
広
大
な
農
地
を
潤
す
と
と

も
に
、
地
域
の
生
活
や
工
業
を
支
え
る
水
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。全
国
有
数
の
鮭
が
遡
上
す
る
河

川
と
し
て
も
知
ら
れ
、
初
秋
の
取
材
時
に
は
市

街
地
の
橋
の
上
か
ら
も
勇
壮
な
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。　

そ
ん
な
穏
や
か
な「
恵
み
の
川
」も
、
ひ
と
た

び
大
雨
が
続
く
と
水
害
を
引
き
起
こ
し
、
人
々

の
生
活
を
脅
か
す
存
在
に
な
り
ま
す
。
千
歳
川

中
下
流
部
は
、昔
は
海
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

低
平
地
に
加
え
、
大
雨
が
生
じ
や
す
い
気
象
条

件
が
重
な
る
洪
水
頻
発
地
域
で
あ
り
、
明
治
初

期
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
治
水
工
事
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
ず
、水

害
は
ほ
ぼ
２
年
に
１
回
と
い
う
高
頻
度
。
特
に

昭
和
56
年
８
月
に
は
、
広
範
囲
か
つ
甚
大
な
洪

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

治
水
対
策
事
業
３
本
柱

生
態
系
や
周
辺
住
民
の
生
活
に

配
慮
し
て
調
査・設
計

千
歳
川
の
治
水
対
策
の
３
本
柱
は
、「
堤
防

の
整
備
」「
河
道
の
掘
削
」「
遊
水
地
群
の
整
備
」。

洪
水
時
、
石
狩
川
の
水
位
に
大
き
く
影
響
を
受

け
る
千
歳
川
で
は
、
高
い
水
位
が
長
時
間
続
く

こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
堤
防
の
強
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、洪
水
時
の
水
位
を
下

げ
る
た
め
に
河
道
の
掘
削
と
遊
水
地
群
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
遊
水
地
は
川
の
水
位
が

上
が
る
と
越え
つ
り
ゅ
う
て
い

流
堤
を
越
え
て
水
が
遊
水
地
内
に

流
れ
込
み
、
洪
水
の
一
部
を
貯
留
す
る
と
い
う

仕
組
み
で
洪
水
時
の
河
川
水
位
を
下
げ
、
浸
水

被
害
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。
平
常
時
は
牧
草
地
や

自
然
体
験
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
を
地
元
の

永
続
的
な
治
水
を
目
指
し

水
害
を
繰
り
返
す
地
域
の
河
川
整
備
に
挑
む

千
歳
川
中
下
流
部
に
広
が
る
低
平
地
は
、幾
度
と
な
く
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
治
水
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

現場力
業務密着

ルポシリーズ

FILE 24

嶮
けぬふち

淵右岸地区遊水地の排水門工事
左より北畑大輔、西野聡史、橋本慎一

北海道開発局 札幌開発建設部
千歳川河川事務所江別太地区

東の里地区

嶮淵右岸地区

根志越地区

晩翠地区

北島地区

越流堤……洪水時に洪水の一部を遊水地に貯留
し、川の水位を下げる

排水
門

越流
堤

周囲堤

外水が上がってきて、
越流堤を越え始める

樋　門

千歳川遊水地群位置図
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方
々
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
い
ず
れ
の
工
事
に
お
い
て
も
、

生
態
系
や
周
囲
で
生
活
す
る
人
々

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
細
や
か

な
調
査
・
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
遊
水
地
に

関
係
す
る
地
権
者
の
方
と
の
話
し
合
い
や
平
常

時
の
活
用
方
法
の
意
見
調
整
な
ど
難
し
い
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
人
が
満
足

で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
を
常
に
考
え
て

い
ま
す
」（
橋
本
）

軟
弱
な
泥
炭
地
盤
に
悪
戦
苦
闘

試
行
錯
誤
で
技
術
力
を
磨
く

嶮
淵
右
岸
地
区
遊
水
地
の
一
角
で
は
、
施
工

機
械
の
ア
ー
ム
先
に
付
け
ら
れ
た
大
き
な
ロ
ー

ラ
ー
が
黙
々
と
真
っ
黒
な
土
を
か
き
混
ぜ
て
い

ま
す
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
と
い
う
機
械
で

す
。
掘
削
土
を
1
年
ほ
ど
仮
置
き
し
て
空
気
に

さ
ら
す
曝ば
っ
き気

乾
燥
さ
せ
た
粘
性
土
に
砂
質
土
を

混
ぜ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
北
畑
）

千
歳
川
流
域
の
土
壌
の
多
く
は
、
水
分
含
有

率
60
～

150
％
程
度
と
い
う
粘
土
質
の
土
と
繊
維

質
の
泥
炭
が
層
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
イ
生
地
と

ク
リ
ー
ム
が
層
に
な
っ
た“
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
”の
よ

う
に
、そ
の
ま
ま
で
は
脆も
ろ

く
、す
ぐ
に
は
堤
防
盛

土
に
使
え
ま
せ
ん
。泥
炭
を
取
り
除
き
、粘
性
土

を
１
年
ほ
ど
天
日
に
さ
ら
し
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、

砂
質
土
を
混
ぜ
る
こ
と
で
盛
土
材
へ
と
改
良
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
方
法
で
は
、
水
分
が
特
に
多
い

場
合
、撹か
く
は
ん拌

し
て
も“
ダ
マ
”に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、限
ら

れ
た
土
地
に
土
の
置
き
場
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
雨
が
続
く
と
乾
燥
が
進
み
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
※
に
登
録
さ
れ
て
い

る「
回
転
式
破
砕
混
合
工
法
」の
機
械
も
導
入
し

て
い
ま
す
。
粘
性
土
と
砂
質
土
を
一
気
に
投
入

し
、
何
本
も
の
太
い
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
の
よ
う
な
鎖

で
粉
砕
し
な
が
ら
均
一
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
方
法

で
、撹
拌
す
る
間
に
乾
燥
が
進
み
、混
合
土
は
１

週
間
程
度
の
乾
燥
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

「『
回
転
式
破
砕
混
合
工
法
』は
工
期

短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
地

に
導
入
で
き
た
機
械
は
１
台
だ
け
で
す
。

全
体
の
進
捗
を
み
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
タ

ビ
ラ
イ
ザ
に
よ
る
混
合
と
の
使
い
分
け
を

行
っ
て
い
ま
す
」（
北
畑
）

暮
ら
し
と
生
態
系
に
配
慮
し

ダ
ン
プ
の
往
来
を
緻ち

密み
つ

に
管
理

粘
性
土
と
砂
質
土
を
混
ぜ
た
混
合
土
は
、
大

き
な
沈
下
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
盛
土
し
て
か

ら
１
年
間
、
土
の
重
み
で
沈
下
さ
せ
る
と
い
う

圧あ
つ
み
つ密
と
呼
ば
れ
る
工
程
を
３
回
程
度
繰
り
返
し

ま
す
。
各
現
場
と
も
盛
土
の
段
階
的
な
施
工
と
、

各
遊
水
地
間
で
の
土
砂
流
用
の
た
め
、
粘
性
土

や
砂
質
土
、
混
合
土
は
多
数
の
現
場
間
を
頻
繁

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
運
搬
に
使

う
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
行
も
厳
し
く
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

「
事
前
に
調
査
を
行
い
、
学
校
や
住
宅
密
集

地
、野
鳥
の
営
巣
な
ど
、配
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
の

洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
橋
本
）

一
方
、
細
や
か
な
計
画
を
立
て
て
調
整
し
て

い
る
と
は
い
え
、
必
要
に
迫
ら
れ
、
ピ
ー
ク
時
に

は
１
日
で
ダ
ン
プ
カ
ー
が
９
０
０
往
復
す
る
道

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
住
民
の
方
に
直
接
お
会
い
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
り
、
交
通
整
理
の
人
員
を
増
や
し

た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
調
整
を
行
い
ま
す
。
土
も
ダ

ン
プ
も
移
動
が
複
雑
で
現
場
間
の
調
整
が
不
可

欠
で
す
が
、ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
や
は
り
う
れ
し

い
で
す
ね
」（
北
畑
）

水
位
調
整
の
要
と
な
る

遊
水
地
排
水
門

着
々
と
工
事
が
進
む
嶮
淵
右
岸
地
区
遊
水

地
の
中
で
、ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
が
、平
成
26

年
３
月
に
完
成
予
定
の「
排
水
門
」で
す
。

「
洪
水
時
、
遊
水
地
に
貯
留
さ
れ
た
川
の
水

を
、
水
位
の
低
下
と
と
も
に
川
に
戻
す
た
め
の

役
割
を
担
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
地
表
に
出
て

い
る
本
体
部
分
の
頑
丈
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺

の
堤
防
、
構
造
物
が
沈
下
し
な
い
よ
う
軟
弱
地

盤
対
策
が
最
大
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
た
新
技
術
の
セ
メ
ン
ト
系

固
化
材
を
使
用
し
た
地
盤
改
良
工
法
を
採
用

し
、
地
下
に
は
36ｍ
の
深
さ
ま
で
１
０
０
本
も
の

鋼こ
う
か
ん
く
い

管
杭
を
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
」（
西
野
）

他
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
し
込
み
時
に
透

明
な
型
枠
を
使
用
し
て
打
設
状
況
を
把
握
し
た

り
、
保
水
性
の
あ
る
養
生
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け

た
り
、
乾
燥
収
縮
に
よ
る
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
た

め
乾
燥
収
縮
低
減
剤
を
塗
布
し
た
り
、
細
や
か

な
工
夫
や
配
慮
を
随
所
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
工
事
期
間
中
は
堤
防
を
開
削
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
代
わ
り
に
鋼こ
う
矢や

板い
た
を
二
重
に
し
た
仮

設
堤
防
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
門

の
出
口
を
川
に
対
し
て
斜
め
に
合
流
す
る
よ
う

対
岸
に
配
慮
し
て
施
工
し
ま
し
た
。
個
人
的
に

は
、初
め
て
取
り
組
む
構
造
物
で
し
た
が
、技
術

面
だ
け
で
は
な
く
、工
事
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
」（
西
野
）

永
続
的
な
治
水
と
と
も
に

北
海
道
ら
し
い
景
観
も
魅
力
に

草
に
覆
わ
れ
た
周
囲
堤
盛
土
に
立
っ
て
み
る

と
、広
々
と
し
た
北
海
道
の
大
地
に
な
じ
み
、風

景
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
黒
々
と
し
た
土
を

盛
っ
た
新
し
い
堤
防
も
、今
は
ま
だ
掘
削
の
跡
が

粗
々
し
い
遊
水
地
も
、
工
事
が
完
了
し
た
後
に

は
牧
草
地
な
ど
の
北
海
道
ら
し
い
景
観
に
生
ま

れ
変
わ
る
予
定
で
す
。

「
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
で
き
れ
ば

区
切
り
が
つ
く

ま
で
は
見
届
け

た
い
で
す
ね
」。

そ
う
言
っ
て
頷

き
合
う
北
畑
、

橋
本
、
西
野
は
、

偶
然
な
が
ら
小

さ
な
子
を
持
つ

父
親
。「
休
日
は

子
守
で
す
」と

苦
笑
い
し
な
が

ら
も
、子
ど
も
の
話
に
な
る
と
笑
み
が
浮
か
び
ま

す
。
そ
ん
な
三
人
が
造
る
の
は
遊
水
地
で
は
な

く
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
の
な
い
故
郷
な
の

で
す
。

千歳川河川事務所工務課の職員と事務所裏を流れる千歳川

年4回、事務所主催で行っている環境体験学習
「かわ塾」。地域とのふれあいも大切にしている。

※ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ（
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
）…
民
間
企
業
な
ど
に

よ
り
開
発
さ
れ
た
有
用
な
新
技
術
を
公
共
事
業
な
ど
に
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
新
技
術
に
関
す
る
情
報
を
共
有
・
提
供
す

る
た
め
に
国
土
交
通
省
が
整
備
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

左から
調査課 第2調査係長
橋本 慎一
計画・調査業務担当。
平成12年入省。
第2工務課 第2工務係長
北畑 大輔
積算・監督業務担当。
平成４年入省。
第2工務課 第1工務係
西野 聡史
積算・監督業務担当。
平成18年入省。

乾燥させた粘性土に砂質土を混ぜるロータリー
スタビライザ。広大な仮置き場で、地道な作業が
続く。

手前の原土供給装置から奥にある回
転式破砕混合機にベルトコンベアで流
しこみ、砂と混ぜる。土を粉砕しなが
ら混ぜるため、混合用のヌンチャクの
ようなハネは1日しか持たない。

繊維質の泥炭

現場力
業務密着
ルポシリーズ

FILE 24

ロータリースタビライザ
による土の混合

回転式破砕混合
を行う巨大機械

牧草ロールを
設置して、農
村景観を演出

粘性土に混ぜる砂質土。
漁川のダム工事で採取
したものを利用する。

千歳川流域の粘性土



明 庵々

武家屋敷

松江城

松江歴史館
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通
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島根県立美術館

袖師窯

ハートの石畳

松江ホーランエンヤ伝承館

ぶらっと松江
観光案内所

へるんの小径

島根県立
図書館 松江神社

島根県庁

松江市役所

島根県物産観光館
（島根ふるさと館）

宍　道　湖

大橋川

剣先川

北田川

京橋川

天神川

四
十
間
堀
川

宍
道
湖
し
じ
み
館

松
江
名
産
セ
ン
タ
ー

堀川遊覧船乗船場

松江堀川・
地ビール館

大雄寺

城山稲荷神社

月照寺

2. 明々庵（めいめいあん）

縁
結
び
の
ま
ち

“
縁
結
び
”と
言
う
と
恋
愛
や
結
婚
を
思
い

浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、「
人
と
の
出
会
い
」「
仕
事
に
就
く
こ

と
」「
旅
を
す
る
こ
と
」な
ど
、
生
き
る
こ
と
す
べ

て
を
意
味
す
る
も
の
と
も
言
え
る
。

「
人
と
の
ご
縁
」を
大
切
に
す
る
松
江
の
、
お

も
て
な
し
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

城
下
町
を
楽
し
む
堀
川
め
ぐ
り

宍し
ん
じ道
湖こ

と
堀
川
に
見
守
ら
れ
、「
水
の
都
」と

呼
ば
れ
る
松
江
市
。
松
江
城
を
囲
む
堀
は
築
城

と
と
も
に
造
ら
れ
、ほ
と
ん
ど
が
今
も
当
時
の
姿

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。こ
の
松
江
城
下
を
遊
覧
船

で
巡
る「
堀
川
め
ぐ
り
」は
、
塩し

お
見み

縄な
わ
手て

の
武
家

屋
敷
、江
戸
時
代
か
ら
生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う

老
松
な
ど
、風
情
あ
る
町
並
み
を
ゆ
っ
た
り
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
船
頭
さ
ん
が
橋
や
石
垣

な
ど
、
ま
ち
の
歴
史
を
語
り
、
歌
も
披
露
し
て

く
れ
た
。
乗
り
合
わ
せ
た
観
光
客
か
ら
拍
手
が

起
こ
る
。
見
知
ら
ぬ
者
同
士
会
話
を
交
わ
し
た

り
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
。
こ
れ
も
ご
縁
。

　観
光
客
の
心
を
つ
か
む
ツ
ア
ー

松
江
市
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
企
画
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
ツ
ア
ー
が
あ
る
。「
松
江
ゴ
ー
ス
ト
ツ

ア
ー
」。
松
江
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小
泉
八
雲
の
再

話
※
の
中
で
登
場
す
る
、
人
食
い
の
大
亀
と
い
う

話
の「
月げ

っ
し
ょ
う
じ

照
寺
」や
子
育
て
幽
霊
話
の「
大だ
い
お
う
じ

雄
寺
」

な
ど
を
、語
り
部
と
と
も
に
夕
方
か
ら
夜
に
か
け

て
徒
歩
で
巡
る
。
闇
夜
に
静
閑
な
寺
で
語
ら
れ

る
怪
談
は
格
別
に
恐
ろ
し
い
。
し
か
も
、
十
数

名
の
少
人
数
。
暗
闇
か
ら
お
化
け
が
登
場
す
る

演
出
も
あ
る
。

こ
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会（
以
下
、
松
江
ツ
ー
リ
ズ

ム
）が
発
足
し
た
の
は
平
成
17
年
。
現
在
は
、市

の
指
定
管
理
者
と
し
て
松
江
城
や
小
泉
八
雲
記

念
館
な
ど
、
施
設
の

運
営
管
理
も
行
っ
て

い
る
。ゴ

ー
ス
ト
ツ
ア
ー

は
国
土
交
通
省
の

「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
創
出
・
流
通
促
進

島根県松江市
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松江市

島根県
水辺の木々や、水鳥、亀が甲羅干しする姿に心癒される堀川遊覧船。同日なら
何度も乗り降りできるのも便利。奥に見える建物は、松江歴史館。

さ
ま
ざ
ま
な
お
も
て
な
し
で
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
、

す
べ
て
は“
縁
結
び
”に
た
ど
り
着
く
。

旅
の
出
会
い
、
こ
れ
も
ご
縁
。

第22回

事
業
」に
採
択
さ
れ
、ス
タ
ー
ト
し
た
。
小
泉
八

雲
の
曾
孫
の
小
泉
凡ぼ

ん
氏
の
講
演
を
聞
き
、
郷
土

料
理
を
味
わ
う「
へ
る
ん
コ
ー
ス
」も
好
評
。

松
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
高
橋
保た

も
つ

旅
行
事
業
部

長
は
、「
参
加
さ
れ
る
方
に
１
０
０
％
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
少
人
数
で
行
っ
て
い
ま
す
。

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
口
コ
ミ
で
、
ま
た
お

客
様
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
ご
縁
が
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
」と
話
す
。

松
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
人
気
の
ツ
ア
ー
は

他
に
も
あ
る
。“
縁
結
び
娘
”が
タ
ク
シ
ー
に
同

乗
し
て
縁
結
び
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
も
の
、“
ち
ど

り
娘
”と
レ
ト
ロ
風
の
バ
ス「
レ
イ
ク
ラ
イ
ン
」に

乗
り
徒
歩
で
松
江
城
下
を
巡
る
も
の
な
ど
。
観

光
客
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
一
年
中
、
毎
日
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
松
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
県
よ
り
管
理

を
任
さ
れ
て
い
る
八や

え重
垣が
き

神
社
で
は
、
着
物
姿

の
縁
結
び
娘
の
ガ
イ
ド
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
。

ニューツーリズム
創出・流通促進事業

　地域資源を活用した「ニューツーリズム」
旅行商品の創出に向けて地域の観光関係
者が行おうとする取り組み（モニターツアー）
の計画を公募・選定し、国土交通省が旅行
者ニーズの把握などに要する経費の一部を
負担しつつ、実証実験を実施する制度。
　NPO法人松江ツーリズム研究会の「松
江ゴーストツアー」は平成20年度に採択。

※再話…昔話、伝説などをわかりやすく書き直したもの。

1. 小泉八雲旧居・記念館
八雲が明治24年に5ヶ月間過ご
した小泉八雲旧居。

旧居と隣接する小泉八雲記
念館では、八雲遺愛品など貴
重な資料が展示されている。

3. 武家屋敷
塩見縄手と呼ばれるこの地域で
唯一当時のまま保存されている
武家屋敷。

江戸時代から
生き残っている
という老松。

建物は昭和13年建
造の旧日銀松江支
店を改装したもの。
和菓子作りなどの
体験ができる。

カラコロ工房
のテラスに建
つ幸運のピン
クポスト。一緒
に写真を撮る
と幸せになれ
るそう。

人気の松江ゴーストツアー。
月照寺にある大亀の石像は
迫力満点！

安永８（1779）年に不昧公（ふまいこう）（松江
藩七代目藩主 松平治郷（はるさと））の好みに
よって建てられた茶室。不昧公は江戸時代の
代表的な茶人。敷地内でお茶と和菓子が楽し
める。

4. 松江城
慶長16（1611）年
に築城され、千鳥
城とも呼ばれている。
全国で現存する12
天守のうちの一つ。

5. 松江歴史館
松江開府400年の歴史
を模型や映像でわかりや
すく紹介。時期によりさ
まざまな企画展も開催。

館内の喫茶「きはる」か
ら日本庭園越しに松江
城の天守を眺めながら
和菓子で一服。

「松江は京都、金沢とともに日

本三大菓子処です。お茶と和

菓子がまちのいたるところで楽

しめます」と松江フィルムコミッ

ション協議会 中村和美さん。

7. 夕日スポット
宍道湖の夕日スポットからは美しい
眺め！ 

6. カラコロ工房



縁
結
び
娘
が
ガ
イ
ド
の
合
間
に
声
を
掛
け
て
く

れ
た
。「
ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す
か
？
」 

こ
の

会
話
で
観
光
客
が
楽
し
ん
で
い
る
か
さ
り
げ
な

く
様
子
を
う
か
が
う
。

ツ
ア
ー
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
の
か
、

高
橋
部
長
に
聞
い
た
。「『
お
客
様
が
何
を
求
め

て
い
る
か
』に
神
経
を
注
い
で
考
え
ま
す
。
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
で
、
強
い
関
心
を
持
っ

て
く
だ
さ
る
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。
回
収
率
は
80
％
で
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
は
改
善
や
次
の
企
画
に
活
か
し
ま
す
」

実
は
、
八
重
垣
神
社
で
の
縁
結
び
娘
の
問
い

か
け
も
、観
光
客
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、何
泊

す
る
の
か
な
ど
、
貴
重
な
情
報
と
な
る
そ
う
だ
。

ガ
イ
ド
の
育
成
も
重
要
と
高
橋
部
長
は
言

う
。「
た
だ
知
識
を
語
る
だ
け
で
は
な
く
、お
客

様
に
感
動
を
与
え
る
ガ
イ
ド
で
な
け
れ
ば
、
来

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
」。ツ
ア
ー

を
始
め
た
当
初
は
頻
繁
に
研
修
を
行
い
、
徹
底

し
て
ガ
イ
ド
育
成
を
行
っ
た
。

全
国
各
地
か
ら
松
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組

み
を
視
察
に
訪
れ
る
。「
日
本
全
国
の
観
光
地
が

良
く
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
客
様
に
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
」（
高
橋
部
長
）。

今
後
も
、
楽
し
い
ツ
ア
ー
を
提
供
し
て
く
れ

る
よ
う
で
、
目
が
離
せ
な
い
。

駅
か
ら
人
の
流
れ
を
変
え
る

Ｊ
Ｒ
松
江
駅
。
空
路
で
訪
れ
る
と
き
も
、陸
路

で
訪
れ
る
と
き
も
、
観
光
客
は
必
ず
と
言
って
い

い
ほ
ど
こ
こ
を
通
る
。
言
わ
ば
、
松
江
市
の
玄
関
。

こ
の
駅
に「
縁
結
び
の
広
場
」と
い
う
待
合
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
。
初
め
て
松
江
を
訪
れ
た
観
光

客
が
、ま
ず
立
ち
寄
っ
て
、荷
物
を
下
ろ
し
、「
さ

て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
過
ご
す
か
」と
一
息
つ
い
て

考
え
る
場
所
。
２
年
前
に
37
歳
で
Ｊ
Ｒ
の
全
国

最
年
少
駅
長（
当
時
）と
し
て
着
任
し
た
内
山
興こ

う

駅
長
が
考
案
し
た
。

今
ま
で
の
待
合
室
は
、テ
レ
ビ
を
流
し
っ
ぱ
な

し
で
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
人
が
な
か
な
か
動
か
な

い
、
動
き
の
無
い
場
だ
っ
た
。
そ
れ
を「
縁
結
び

の
広
場
」と
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
置
き
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
並
べ
、
観
光
客

が
立
ち
寄
る
場
と
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、時
々
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ
う
に
。観
光
客
だ
け
で

な
く
、
松
江
の
住
民
た
ち
も
集
ま
る
動
き
の
あ

る
場
へ
と
変
わ
っ
た
。

「『
縁
結
び
の
広
場
』と
い
う
名
前
は
市
民
の

公
募
で
決
め
ま
し
た
。駅
は
出
会
い
と
別
れ
の
場

と
い
う
こ
と
か
ら
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
小
さ
な
場

所
で
す
が
、地
元
に
お
住
ま
い
の
お
客
様
も
ご
利

用
に
な
る
、
遠
方
か
ら
の
お
客
様
は
観
光
情
報

を
仕
入
れ
に
来
ら
れ
る
。ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
、情

報
発
信
の
場
で
も
あ
り
ま
す
」と
内
山
駅
長
。

駅
で
一
息
つ
い
た
観
光
客
が
、
目
的
の
場
所

に
行
く
の
に
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、

改
札
内
や
構
内
に
案
内
板
を
設
置
す
る
な
ど
工

夫
し
、
観
光
客
の
質
問
に
も
す
ぐ
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
駅
員
が
お
も
て
な
し
に
気
を
配
る
。

「
改
札
か
ら
一
歩
出
た
ら
、『
あ
と
は
観
光
案

内
所
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
』と
言
う
の
は
簡
単
で

す
。
し
か
し
、
観
光
客
の
方
が
期
待
と
不
安
で

到
着
し
た
駅
で
、
ど
ん
な
情
報
を
仕
入
れ
る
か

に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
動
き
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

駅
か
ら
観
光
は
始
ま
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
お
出
迎

え
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
」（
内
山
駅
長
）。

松
江
駅
は
県
庁
所
在
地
の
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
で

は
珍
し
く
、自
動
改
札
で
は
な
く
有
人
改
札
。駅

を
利
用
す
る
方
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
縁
結
び
の
旅
へ
！

縁
結
び
と
言
え
ば
出
雲
大
社
が
有
名
だ
が
、

松
江
市
に
も
縁
結
び
を
願
う
人
々
が
訪
れ
る
縁

結
び
ス
ポ
ッ
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
良
縁
を
祈

願
し
に
訪
れ
る
若
い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
や
カ
ッ

プ
ル
が
後
を
絶
た
な
い
。

松
江
の
楽
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
。
自
然
や
歴

史
・
文
化
、
地
元
の
人
た
ち
の
人
情
に
触
れ
な

が
ら
、
自
分
な
り
の“
縁
結
び
”を
探
し
に
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
？
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中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
広
島
県
尾
道

市
と
島
根
県
松
江
市
を
結
ぶ「
中
国
横
断

自
動
車
道 

尾
道
松
江
線
」を
平
成
26
年
度

ま
で
に
順
次
供
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、広
島
県
と
島
根
県
の
行
き
来
が
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発
に
な
り
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

た
く
さ
ん
の
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て
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だ
く
た

め
に
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尾
道
松
江
線
沿
い
の
広
島
、
島
根

両
県
９
市
町
村
に
関
す
る
季
節
ご
と
の
情

報
を
ま
と
め
て
マ
ッ
プ
に
し
ま
し
た
。

春
に
は
桜
を
テ
ー
マ
に「
春
の
桜
め
ぐ

り
」と
し
て
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
桜
の

見
頃
と
と
も
に
紹
介
。
夏
に

は
夏
遊
び
に
最
適
な
渓
谷
や

キ
ャ
ン
プ
場
、
海
水
浴
場
な

ど
を「
自
然
体
験
め
ぐ
り
」と

し
て
、
秋
に
は
紅
葉
が
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
を「
秋
の
紅
葉

め
ぐ
り
」と
し
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
マ
ッ
プ
は
沿
線

の
道
の
駅
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

Reporter
中国地方整備局

企画部広域計画課長

河野　忠雄

島根県
全国各地で働く国土交通省職員が地元を紹介！

秋の紅葉めぐりマップなど、
季節に合わせた情報を
発信しています！

「お客様が心から楽しん
でくれること、地域に貢
献できることが喜び」と
話す高橋部長。

秋の紅葉
めぐり
マップ

自然体験
めぐり
マップ

「改札の外側にも目を向
けて地域を活性化させた
い」と話す内山駅長。

五縁祈願祭
八
や

重
え

垣
がき

神社
平成26年２月１日〜３月16日

玉
たまつくりゆ

作湯神社
平成26年２月１日〜２月28日あっぱれくんとしじみ姫

（松江市観光キャラクター）

縁結び娘が無料ガイドで素戔嗚尊
（すさのおのみこと）と稲田姫（いなた
ひめ）の伝説、珍しい夫婦椿、良縁を
占う鏡の池など、ガイドブックには載らないことも語って
くれる。ガイドを聞いてから神社内を散策すると、また
違った姿が見えてくる。

鏡の池では貨幣を乗せた紙片が
沈む早さや位置で良縁を占う。

２本の木が仲むつま
じく交わった夫婦椿

八重垣神社
の魅力を

ご紹介します！



uestion

nswer

５０年ぶりに地図が変わると聞きました。
どのような地図になるのですか？

新しい地図とは？

国土交通省に寄せられた、普段の生活で感じた
ふとした疑問や質問などを紹介するコーナーです。

国土地理院の担当者に聞きました。

国土交通省

　国土地理院では、地図データのデジタル化を進め
ています。道路や建物など地図上の位置を表す項目
と、崖や岩など土地の状況を表す項目を一つにまと
めたデジタルデータの「電子国土基本図」を整備。こ
れをもとに、利用される方が用途によって出力範囲
や表現方法を選択できる「電子地形図25000」を
Webでオンライン提供しています。
　一方、現行の印刷図「２万５千分の１地形図」※は、
昭和33（１９５８）年に最初の刊行。東京オリンピック
が行われた昭和39（１９６４）年以降、本格的に普及
し、50年以上にわたり親しまれてきましたが、「電子

（高知県　高１）

検 索検 索地形図が変わります　 国土交通省 国土地理院
http://www.gsi.go.jp/chizuhensyu/chikeizu20130905.html

※正確には 「２万５千分１地形図」

地形図25000」とほぼ同等の内容になるように、一
新することにしました。
　これまでは、墨版（黒）、褐版（茶）、藍版（青）の
３色刷が一般的でした。今回刊行する新しい２万５千
分の１地形図では、３色に限定せず、多彩な色を使っ
て道路や建物などの情報をより詳細に表現し、地形
に陰影をつけることで立体的に、より読みやすく、
使いやすい地図になります。
　今後、数年かけて刊行範囲を順次全国へ拡大して
いく予定です。

NEW!

NEW!

（試作版）

検討会などで出た意見や、アンケート調
査などで一般利用者の方々からいただ
いたご意見・ご要望も参考にしています！

地形に陰影をつ
けて立体的に ！

多彩な色を使っ
て道路や建物な
どを詳しく ！

日本の広い沿岸海域に
新たな価値が生まれる！

●研究所概要
港湾、海岸、空港、沿岸域などに関する調査
や研究、技術開発などを行っています。

21世紀の豊かな社会を創る道
、川、港、

建物、船、車、鉄道、航空など
の新技術が、

見えないところで私達の暮らし
を支えています。

●沿岸海域でCO₂を吸収！
　森林など陸上の植物が大気中の二酸化炭素（CO₂）を
吸収していることはよく知られています。しかし、実は陸
域より海域のほうが多くのCO₂を吸収しているのです。
　また、平成21年に国連環境計画（UNEP）が出したレ
ポートで、沿岸の海草藻場などでは外洋よりはるかに多
くの炭素が海底に蓄積されていることを発表。
　未知の炭素フロー「ブルーカーボン」の実態を解明する
研究を行っています。

●フィールド調査（現地調査）
　北海道で行った調査で、年間を通して多くの
CO₂を吸収していること、また、枯死した後も一
部は再びCO₂として大気中に戻ら
ず蓄積することを突きとめました。

●大規模実験施設を使った実験
　大型の水槽を使った実験を行い、フィールド調
査では得にくいデータを補完しています。

●沿岸生態系の保全・再生
　沿岸海域は魚介類が獲れるなど価値の高い場
です。ブルーカーボンにより、さらに価値が高ま
れば、沿岸の生態系の保全や再生をより進める
ことができます。

※ブルーカーボンって･･･？
　森林など陸上でCO₂を吸収し蓄積される炭素を「グリーン
カーボン」と呼ぶのに対して、沿岸海域で海草などによりCO₂
を吸収し蓄積される炭素を「ブルーカーボン」と呼んでいます。

未来につながる研究をご紹介

〒239-0826 神奈川県横須賀市長瀬 3-1-1
TEL：046-844-5010　FAX：046-844-5072

http://www.pari.go.jp/

ブルーカーボンの重要性を立証することができれば、温室効果ガス削減の
切り札になる可能性があります。民間企業と連携して沿岸海域の自然再生
を進めていきます！

それでどうなる？

研究の概要

FILE 03

チームリーダー 桑江 朝比呂

独立行政法人 港湾空港技術研究所
沿岸環境研究領域
沿岸環境研究チーム

研究者紹介

風蓮湖（ふうれんこ）での調査の様子

独立行政法人 港湾空港技術研究所
Port and Airport Research Institute

海草藻場など海にも“森”があること
に注目し、沿岸海域でもCO₂を吸
収しているのでは？と考え、研究を
続けています。
成果を後世に残していけるところに、
研究という職業の魅力を感じます。

地球全体の炭素循環地球全体の炭素循環

ところで

CO₂吸収速度を観測する装置

陸域

沿岸 外洋

河川

（ 単位：億トンC/年．IPCC 2007 ）

7200
900 4100

2200

800

？
ブルー
カーボン

21 20
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伝統芸能「文楽」を楽しむ
　九州のほぼ中心に位置する道の駅「清和文楽邑」では、伝統芸
能「文楽」を楽しむことができます。
　「文楽」とは、日本を代表する伝統芸能の一つ。太夫・三味線・
人形が一体となった総合芸術で、義理や人情を人形によって生き
生きと演じる人形芝居です。江戸時代にこの地を訪れた阿波・淡
路（現在の四国地方）の人形浄瑠璃一座から伝えられ、浄瑠璃の
好きな村人たちが、農作業の合間に習い、覚えて、豊作の祈願、
成就のお祭りに奉納したことが始まりだと言われています。
　年間２００回も行われる公演では、じっくり人形芝居を鑑賞するこ
とができ、人形の解説や操作体験もあります。
　また、道の駅周辺は南阿蘇外輪山の一角をなす、
高原地帯。高冷地特有の寒暖の差が生み出す美味し
い旬の山野菜を素材として、伝承された手作りのお芝
居弁当も堪能できます。
　日本の古典芸能をじっくり鑑賞し、
郷土料理でお腹を満たす。道の駅の
楽しみ方もいろいろですね。

　道の駅清和文楽邑は、文楽の専
門劇場「清和文楽館」と農産物・加

工品の販売や郷土料理を楽しめる「清和物産館」から
構成されています。地元農家の方々が伝承された「清
和文楽」「郷土料理」「農産物・加工品」は農村文化と
して今日まで息づいています。また、四季折々の自
然が季節ごとに五感を楽しませてくれます。
　九州におでかけの節は、ぜひ「道の駅 清和文楽邑」
へおいでください。

東 美香 さん

❶小泉八雲原作「雪おんな」平成26年1月から公演予定（雪おんなに変わる前
と後）。 ❷郷土料理「だご汁」膳 ❸木構造の美しい建築も見どころの一つ。

ACCESS MAP

清和文楽邑
Seiwabunrakumura

●❶

●❷ ●❸

館長に聞きました！

熊本県

芸
術
を
楽
し
む

道
の
駅

おすすめの
道の駅

& more!

那須高原友愛の森 栃木県那須郡那須町

広い敷地内には地場産の芦野石などを使った彫刻品が
点在。陶芸やガラス工芸の体験もできます。また、那
須の昔話“かたりべ口演会”も開催。芸術・文化・歴史
に触れ、心が豊かになること間違いなしです！

信長・秀吉・家康に仕えた古田織部生誕の地。織部展
示館では、織部風茶室や日本を代表する陶芸品「織部
焼」などを紹介しています。また織部焼の絵付け体験
もできます。世界にたった
一つ、自分だけのオリジナ
ルを作ってみませんか？

織部の里もとす 岐阜県本巣市

かたりべ口演会（4月～10月の土日）芦野石を使った彫刻

http://www.nasumirai.com/yuainomori/ http://oribe.or.jp/

お子さんから大人まで楽しめ
る絵付け体験

素敵な作品！

道の駅　vol.12

あら、
ビックリ！

ぶ ん ら く

■ 所在地：熊本県上益城郡山都町大平152
■ TEL：0967-82-2727  ■ FAX：0967-82-3340
■ 営業時間：9:00～16:30
■ 休館日：毎週火曜日（祝祭日は開館）、年末年始
■ ホームページ：http://seiwabunraku.hinokuni-net.jp/

DATA
かみましきぐん やまとちょう

たいぎゃなうまかですよ！

笑顔の素敵なおばちゃんた
ちが作る野菜は最高の味。

（とってもおいしいですよ）

せい  わ  ぶん らく むら

01

02

03
1年生

3年生
4年生

5年生

6年生

2年生

国土交通大臣賞受賞作品

たくさんの
力作が
揃いました

information

　集中豪雨や局所的な大雨による水害などに対応する
ため、「XRAIN（XバンドMPレーダネットワーク）」の整備
を進めています。
　XRAINの観測データは250mメッシュの詳細な雨の
分布を１分毎に更新し、ホームページでほぼリアルタイ
ムに配信しています。
　また、観測データを手軽に見るた
めのスマートフォン向けコンテンツや
アプリも開発・提供されています。
　豪雨や河川の急な増水から身を守
るため、また、お出掛けや洗濯物の取

●オフィス、倉庫などの用途で利用しているとしながら、
多人数が居住している。
●マンションの住戸または戸建て住宅を改修して多人数
が居住している。

などの「貸しルーム」が複数確認されています。
　こうした「貸しルーム」については、建築基準法の防
火避難規定などに違反した「違法貸しルーム」である疑
いがあります。
　国土交通省では、情報受付窓口を設置し、情報収集
を行っていますので、「違法貸しルーム」に関する情報を
お寄せいただきますようお願いします。

http://www.river.go.jp/xbandradar/

水管理・国土保全局河川計画課河川情報企画室
TEL：03-5253-8446　FAX：03-5253-1602

お問い合わせ

検 索検 索XRAIN

http://www.mlit.go.jp/kids/index.html

検 索検 索国土キッズコーナー

大臣官房広報課
TEL：03-5253-8111（内線21526、21527）
FAX：03-5253-1526

お問い合わせ

「XRAIN」配信エリアを拡大しました！

違法貸しルームに関する情報を受け付けています

「国土と交通に関する図画コンクール」入賞作品発表

　地域の日常の光景や人々の暮らしの様子、住んでい
るまちの様子、道、橋、川、駅、空港、港のある風景、
鉄道や飛行機などの乗り物、ビルなどの工事現場の様
子あるいは未来の都市や乗り物など、国土交通省の仕
事に関係するものをテーマとした図画を全国の小学校の
皆さんに募集したところ3,706点の応募をいただきました。
　明日を担う子どもたちのいきいきとした視線で描かれ
た入賞作品84点を紹介しています。

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
     jutakukentiku_house_fr_000052.html

検 索検 索違法貸しルーム通報

住宅局建築指導課
TEL：03-5253-8933　FAX：03-5253-1630
E-mail：kenchiku-i2yy@mlit.go.jp

お問い合わせ

ホームページ画面

り込みなどの日常
の場面で、XRAIN
をぜひご活用くだ
さい。
　平成25年9月
より、配信エリアを
拡大しております。詳しくはホームページをご覧ください。

平面イメージ 内観イメージ

・燃えやすい板壁
・窓がない

XバンドMPレーダ

23 22

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_fr_000052.html
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